啓林館　REVISED Sailing O.C.I(オI 027)　観点一覧

■内容の取り扱い
１．ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの意図を表すのに必要となる言語材料とその使い方を，活動を通じて練習できるように工夫。

２．生徒が日常生活で接する身近な話題・場面を集め，彼らのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの目的や興味・関心に合わせた内容。

３．生徒の習熟度や情緒的な発達を配慮し，難易度・量，題材の内容を易から難に徐々に移行するように配列。

４．「聞く」「話す」だけでなく，「読む」「書く」も有機的に関連付けた活動ができるように配慮。

５．対話でのﾘｽﾆﾝｸﾞとｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞに重点を置き，情報を得る，自分の考えを発表するなど幅広い活動の機会を与える。

６．積極的にｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ろうとする態度を育成し，異文化を理解・尊重する態度を育成する内容。

■単元の構成・配列及び分量
１．導入としてのUNIT１，本課としてのUNIT２，発展としてのUNIT３の３部構成で段階的に進行できる。

２．生徒自身が考えて表現する演習を多く取り入れ，折り込みを利用したペアワーク活動も企画。

３．ﾘｽﾆﾝｸﾞによる導入，ﾘｽﾆﾝｸﾞ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞ演習の後に，「読む」「書く」を盛り込んだ総合的な演習ができる工夫。

４．UNIT１のWarm-up２課，UNIT２の本課10課，UNIT３の発展２課。

５．中学英語を復習・整理しながらさらにｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ活動が学べる工夫。

６．ﾘｽﾆﾝｸﾞとｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞをバランスよく配置し，ﾊﾞﾗｴﾃｨｰに富んだ活動ができるように配慮。
